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・モデル整備を官民連携で実現していくため、町会・商店会と沿道地権者団体、 

関係団体からなる｢御堂筋沿道･千日前通以南モデル区間整備協議会｣を組織。 

・「世界に誇る安心・安全で快適なメインストリート宣言」で将来の通りの姿 

を共有。 

・通行空間から滞在空間へシフトするためのしくみを試す。 

｢人びとが集い、憩う 居心地の良い空間へ」「歩行者が安全、快適に歩けるストリートへ」「上質な環境を維持するための運営のしくみづくり」 

・道頓堀川から千日前通区間の側道を閉鎖、歩行者と自転車の分離等を検証。 

・大阪市では人中心のみちへと空間再編を目指す「御堂筋将来ビジョン」を策定。御堂筋の道路空間再編

を段階的に進めており、ファーストステップとして側道歩行者空間化に取り組んでいる。 

・難波から難波西口交差点において、歩行者や自転車の安全性・快適性等のモデル整備を実施した。 

 

 

道路空間再編について１.

○側道の歩行者空間化の目的は、歩車分離を含めて安全な歩行空間をつくることだったはず。前回定例会でも、ベンチ不要と
　　の意見があった。はり重前は、特に混雑して適さないにも関わらず、ベンチの設置を検討しようとするのはなぜか。

→歩行者と自転車との分離のため、入口付近にサインの設置が求められていると聞いている。社会実験の期間中にモデル 
　　的にサイン付きのベンチ等を設置して、その実験結果を踏まえ検討したいと市に提案している。事務局）

○マルイ前の旧警察詰め所は撤去すべきだ。
→警察とメトロに対し、検討を依頼している。（事務局）

　御堂筋沿道協議会（千日前以南、道頓堀橋南詰～千日前通）の内容を報告し、道路空間の再編について話し合いました。

これまでの協議会の動きについて 放置自転車問題について

モデル整備区間リニューアルについて（右図参照）
協議会では、大阪市建設局より予定内容の説明がありました。
●歩車分離の明確化・・・ピクトやラインの設置（景観に配慮）
●イチョウの足元植栽の劣化対応・・・グレーチングの蓋の設置
●歩道照明の改修・・・防災用にコンセントを設置
●その他・・・車道側の植栽を維持管理するための散水栓を設置

道頓堀橋南詰～千日前通区間　側道歩行者空間に向けた整備スケジュール（※検討中）

●協議会の設立（2015年）・モデル整備の実施（2016年）
・モデル整備を官民連携で実現していくため、町会・商店会と
　沿道地権者団体、関係団体からなる「御堂筋沿道・千日前

　   通以南モデル区間整備協議会」を組織。
・「世界に誇る安心・安全で 快 適なメインストリート宣言」
　で将来の通りの姿を共有
●社会実験・御堂筋チャレンジ（2017年）
・通行空間から滞在空間へシフトするためのしくみを試す。
　　「人びとが集い、憩う　居心地の良い空間へ」
　　「歩行者が安全、快適に　歩けるストリートへ」
　　「上質な環境を維持するための運営のしくみづくり」
●大阪市による社会実験（2018年）
・道頓堀川から千日前通区間の側道を閉鎖、歩行者と自転車 

　   の分離等を検証。

●大阪市でもミナミエリアは重点的に対策。
・ミナミ御堂筋の会では、毎月有志で啓発のエフ札貼り活動

　   を実施。大阪市サイクルサポーターにも登録（2019年7月）。
・「認定NPO法人Homedoor」と放置自転車対策の強化へ向

　  け、連携協定を締結（2019年6月）。今後、市の支援や地元の
　   協力も得ながら活動を拡大へ。

・より開放的で放置自転車のない通りをめざし、大阪メトロの 
　   出入口、警察詰所を撤去するよう要望していく。

●エリアマネジメント事業へ
・公共空間を活用し広告事業を実施し、放置自転車対策等の

　   財源に充当する仕組みを検討中。

・千日前以南モデル区間 整備協議会 〔10/4（金）開催〕
・道頓堀橋南詰～千日前通区間 整備協議会 〔10/23（水）開催〕

定 例 会 ニ ュース
｢ミナミ御堂筋の会｣は、ミナミの御堂筋沿道の不動産
オーナーが連携し、「世界の御堂筋」をめざして、まちの
あり方を提案し、実現に向けて働きかける団体です。
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道路空間の活用イメージ
（出典：国土交通省HP）
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【発　行】 ミナミ御堂筋の会　　URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji
【問い合わせ先】 ミナミ御堂筋の会事務局（株式会社地域計画建築研究所　大阪事務所  内　【担当：絹原・竹林】）
〒541-0042　大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル10F 
TEL：06-6205-3600　FA X：06-6205-3601　E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp

定 例 会
参 加 者

髙士（都島自動車株式会社）、小林・奥村（株式会社泉屋商店）、高橋・福崎（株式会社スポーツタカハシ）、藤本（株式会
社播重）、都・堀口（株式会社どうとんぼり神座）、北山・徳山（近畿産業信用組合）、奥谷（株式会社三栄建設）、段康滋・
藤丸（光明興業株式会社）、吉田（株式会社ベルコ）
井原（株式会社アイ・プランニング）、島田・鈴木・安田（東京建物株式会社）、武村（コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社）、
橋川（ＣＢＲＥ株式会社）
坂口・宇佐美（ホテルロイヤルクラシック大阪）、森（株式会社日本エスコン）、脇田（ミナミまち育てネットワーク）
太田（関西大学） ※御堂筋アーバンデザインスクール
中塚・竹林（株式会社地域計画建築研究所（アルパック））

【 正 会 員 】

【 事 務 局 】

【 賛 助 会 員 】

【オブザーバー】

御堂筋協議会 作業部会について
　10/16（水）、御堂筋について協議・推進する組織で
ある御堂筋協議会の作業部会が開催され、当会から
は事務局の絹原が出席しました。

　国土交通省近畿地方整備局より、道路協力団体制度
や、ウォーカブルなまちなか形成について説明があり、
また、道路協力団体になる可能性がある団体として、
当会を含む３団体より活動計画の報告を行いました。

　●道路協力団体制度
　・民間等との連携による道路管理の一層の充実を図るため、

　       H28.4に創設。
　・道路協力団体が道路の魅力向上のための活動で得た収益

　　  により道路管理活動を併せて充実。
　・複数の道路管理者などによる協議会に参画し、道路の利用

　　  者目線での活動が可能に。
　　（地区単位の道路の使い方や課題の検討・解消）

2.

2019年 11月25日（月）16：00～　難波御堂筋ビルディング 難波御堂筋ホール次回定例会のお知らせ

御堂筋イルミネーションについて３.

（1）ホテルロイヤルクラシック大阪
　　　  グランドオープンについて

その他 報告事項４.

　ホテルロイヤルクラシック大阪様が、12/1（日）にグラ
ンドオープンされるご予定です。宇佐美総支配人より、
館内施設やサービス等をご紹介頂きました。

（２）2019年 今後の予定
　今年は、12/23（月）にも定例会を開催することとなります。
　忘年会は、12/23（月）の定例会終了後に開催予定です。

　収益をまちづくり活動に役立てるべく、大阪観光局とスポンサードやカウントダウンに関して協議
を進めています。イルミネーション連携事業について、事務局より進捗状況を報告しました。

（御堂筋イルミネーション・道路空間再編等について協議する予定です）

【御堂筋ＵDS※】

◆ ポスター･ガイドブックが届きます ◆
今年は、実 行 委員から会員各 位へ 、

　「大阪・光の饗宴2019」のポスターと
オフィシャルガイドブックが届きます。
※届かない場合、事務局までご連絡下さい

○このような事業が財源となるので、まちづくり団体
　　として売りやすい仕組みを作らなければならない。

○サイネージも必要不可欠だ。
  災害発生時に多言語で案内することができ、防災

　　の観点からも必要だと考える。

変 更

オフィシャルガイドブック
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